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つとして、光設備はBフレッツサー

ビスに限らず専用線サービス、電話

系サービスさらにダークファイバと

同じ設備を共用で使用されることに

ある。サービス毎に設備形態や設備

に対する要求条件等が異なっている

なか、設備の効率的な利用のために

は、設備形態、オペレーション方法

をできるだけ共通化していく必要が

ある。設備の構築・選定にあったっ

ても、サービス毎に無秩序に運用し

ていたのでは、非常に非効率である

ばかりか故障等のトラブルのもとに

なる。そこで、設備の構築・設備の

選定等のマネジメント業務をサービ

ス横通しでコントロールする機能と

して F－ CON（ Fiber & Field

Control）を設置し、そこでサービ

提になるので、設備構成、オペレー

ション方法に関しても徹底したコス

トの削減が要求される。このような

背景のもと、今までのオペレーショ

ン・保守方法では対応できないケー

スが多数発生してきており、様々な

見直しが必要になった。設備構築、

工期短縮の課題・取組みについては、

本誌Vol.40 P88（2003年８月号）に

おいてNTT東日本エンジニアリング

センタ江村氏により述べられている

ので、本稿においては、オペレーシ

ョン・メンテナンスの課題・取組み

に関して述べることとする。

光設備とメタル設備の違いのひと

中継区間への光ファイバの導入か

ら 25年以上が経ち、すでに中継伝

送路の大半は光ファイバになってき

ている。さらに、WDM等の技術の

進展に伴う大容量化、低コスト化に

より、今後はほぼ全ての伝送路が光

ファイバになっていくと考えられ

る。一方、加入者区間へは、専用線

サービスを中心に光ファイバが導入

され続けてきたが、コンシューマ向

けのサービスとは異なり、都市部等

の限定的な導入にとどまってきた。

しかし、昨年より“光サービス元

年”としてBフレッツサービスの販

売が本格化し、いよいよコンシュー

マ向け光サービスが本格的にスター

トした。平成 15年度末にはお客様

数も東西会社あわせて 80万加入を

突破した。

専用線サービスにおいては、お客

様のニーズに従って“特注的”に設

備を構築・運用し、保守技術者も特

定の技術者を割り当てることで対応

可能であった。それに比べて、コン

シューマ向けサービスは大量のお客

様の申し込みに対して、効率良くス

ピーディに対応していく必要があ

る。さらに、低料金であることが前
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図1 F－CONによる光マネジメント



ス開通までの設備関連業務全般の進

捗・マネジメントを実施していくこ

ととした。さらに、所内の光ケーブ

ルに関しては、FTMマネジャを配

置し、運用全般をマネジメントして

いる。

従来の光ケーブルの保守方法は、

専用線サービスをターゲットとした

保守方法になっていた。故障の発生

時には、サービス回復を第一にする

ために予備の光心線に切り替え、心

線の修理自体は後日実施することに

なっていた。しかし、Bフレッツ等

のイーサ系サービスにおいては、ド

ロップワイアを用いる配線形態にな

っていることが多いため、故障のと

きは現地で迅速に故障位置を探索

し、修理する必要がある。このよう

な状況のため、故障位置の探索に時

間がかかり、長時間故障につながる

傾向があった。そこで、迅速にサー

ビス回復できるよう、これらの設備

形態に即した切り分け方法を定め、

各県域MEに展開している。

光が本格的に導入されてきたこと

により、今までなかった故障も見ら

れるようになってきた。その中で、

最近目立ってきたのが、昆虫や動物

による被害である。クマゼミがドロ

ップワイアに産卵し、光心線が破断

する被害は西日本エリアで多くみら

れ、東日本ではカラスによる被害が

多発している。カラスの被害は、メ

タルの屋外線には目もくれず光ドロ

ップだけが被害にあっており、その

原因は未だに解明できていない。こ

れらの被害は導入当初は予想が困難

であり、結局は経験を積み重ね、対

策を実施していくしかないのが現状

である。

今までの光の保守体制は特定の技

術者を割り当てることで対応可能で

あったが、光の本格的な導入に伴い、

より多くの技術者が光技術を習得し

ていくことが必要となってきてい

る。光サービスは技術のライフタイ

ムが短く、かつ光ファイバを共通に

利用しているサービス毎に様々な技

術が混在して存在しているため、ケ

ース・バイ・ケースの対応が不可欠

となってくる。また、光専用の工具

や測定器を使いこなすことにより初

めて、保守業務を行うことができる。

そこで、現在、光の保守技術者を増

やしていくために、MEにおいて基

礎/中級の研修コースを開設し、技

術者の育成を急速に進めている。こ

の研修は、基本的な光技術の習得を

実現するとともに、故障の具体的事

例の検証、新たな保守フローの定着

を目的としている。

電話の場合は電話機をつなぐだけ

でサービスを利用することができた

が、ブロードバンドの場合は、パソ

コンの設定・LAN配線等を行なっ

て初めてサービスを利用することが

できる。また、その設定もお客様の

利用形態によって区々であり、お客

様のニーズを捉えたブロードバンド

環境構築が必要になる。特に、最近

のブロードバンドの広がりに伴って、

パソコン等の利用経験の少ないユー

ザに広がっていく傾向にあり、これ

らのお客様にとって初期環境を設定

することが大きな負担になっている。

そこで、県域ME、サービス会社に

おいて、お客様のニーズをコンサル

し、お客様回りの設備までの環境構

築をワンストップ的にサポートして

いくプロジェクトを展開している。

（ITホームコンサルタント）このよ

うに、制約のあるNTTのサービスの

補完をグループ全体で行なっていく

ことにより、お客様のCS向上を図っ

ていくばかりでなく、将来の情報家

電の時代に向けた、お客様回りのIT

環境構築サポートビジネスの布石と

なるものと考えている。
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図2 アクセス技術者の育成体系


